





































































































































































形木の文を織りつけたる狩の御衣、……　　　　　　　　  （同　① 419 頁）
　次に、『源氏物語』の 2 例は、（11）が行幸、（12）が上皇の算賀（長寿の祝賀。






























































































































































物語』の成立時期を平安後期（11 世紀末）〜平安末期（12 世紀末）の約 100 年の間で
はないかと推定している。詳しくは、拙稿「『篁物語』成立年代再考－「角筆」を手が
かりとして －（『篁物語』の総合的研究（1））」（『国士舘人文学』第 7 号［通巻 49 号］、
2017 年 3 月）、「『篁物語』成立年代再考（2）「掻練」を手がかりとして（『篁物語』の










6．上野 誠「橡の解き洗ひ衣─譬喩と生活実感と─」（『古代文学』 44 号、2005 年 3 月）
7．井上光貞、関晃、土田直鎮、青木和夫著『日本思想大系　律令』（岩波書店、1976 年）。
8．増田美子「位色と色彩制度」（『古代服飾の研究』源流社、1995 年）
9．山田英雄「橡衣考」（『文学』2-1 号、岩波書店、1991 年 1 月）
10. 校注・訳者は小島憲之・東野治之・木下正俊。
11. 注 6 参照。
12. 増補史料大成刊行会編『増補史料大成　左経記』（臨川書店、1989 年）も参照した。
13. 近年の注釈書のうち、野口元大校注『校注古典叢書　うつほ物語』（明治書院、1969 年）、
室城秀之校注『うつほ物語　全　改訂版』（おうふう、2001 年）は「曹頭進士」（西曹
司の責任者である進士）と解釈しているが、〈新全集〉はこの解釈に疑問を持ち、漢字
をあてず、ひらがなのままにしている。漢字のあて方については検討の余地があるが、
少なくとも、この人物は、学生たちを諫め、統率することができる立場であるから、
野口氏や室城氏の解釈を本稿では支持し、勧学院の西曹司の責任者である進士と解釈
する。
14. 『国史大辞典』には、院挙について、「四道三院挙」の項目で、次のように説明されている。
春の除目（じもく）の第一夜に行われる次第の一つ。四道挙および三院挙をあわせ
た呼称。挙は年挙ともいい、諸道挙・諸道年挙とも総称する。四道挙は大学の紀伝
（北堂とも称する）・明経・明法・算の諸道が、紀伝・明経は毎年、明法・算は隔年
に一人ずつ所属の学生を諸国の掾（目の例もあり氏姓に依るという）に推挙し任官
すること。……　　　　　　　　　　　　　（黒板伸夫「四道三院挙」『国史大辞典』）
